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学位（博士）論文審査及び最終試験の終了報告書

学位（博士）の申請に対し，学位論文の審査及び最終試験を終了したので，下記のとおり報告します。

記

専攻名 氏名 学籍番号
申 請

生産エネルギー 工学専攻 藤橋 健太  

指 導 教 員 名 押川 渡

成 績 評 価 学位論文 ④不合格 最終試験 ビ） 不合格

論 文 題 目 土壌中における炭素鋼の腐食機構に及ぼす水分量の影響

審査要旨(2 0 0 0字以内）

近年，再生可能エネルギーヘの注目が高まり，太陽光発電システムは急速に導入されている。そ
の基礎である鋼製杭は，上部は大気中に突出し， 下部は種々の土壌中に打ち込まれている。 しか
し，鋼製杭の一律に0.01 mm/yという腐食速度で設計されている。土壌中では水分量に加え，土粒
子の粒度，通気性，含有イオン，pH,抵抗率，微生物など様々な腐食因子が複合的に作用してお
り，非常に複雑である。そのため，土壌腐食の体系的な理解には至っていないのが現状である。こ
のような背景より，太陽光発電システムを長期的に安全に安心して使用していくためには，その基
礎構造における腐食機構を明らかにし，それに合わせた対策を設計段階で盛り込むことが必要と
される。腐食機構の解明は，現地調査の段階で土壌の腐食性を示すことができる可能性があり，社




